
　連日暑い日が続いておりますが、みなさま、お元気にお過ごしでしょうか。したのやム

ラだより第６号をお届けさせていただきます。

　ところで、新しくなったＶＲ下野谷縄文ミュージアムアプリは試してみましたか？暑く

て外に出られない日でも、縄文時代の下野谷遺跡を体験できますよ！

　今回のしたのやムラだよりには、ＶＲ下野谷縄文ミュージアムアプリなどわくわくする

情報がいっぱいです。どうぞお楽しみください。
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ムラびとエッセイ Shitanoya Villager Essay
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正
直
な
と
こ
ろ
縄
文
の
こ
と
は
「
小
学
校
の
社
会
科
で
授
業
し

て
い
た
か
な
」
程
度
の
認
識
で
し
た
。
現
代
の
建
設
工
事
に
お
い

て
垂
直
、
直
角
、
水
平
は
当
た
り
前
の
基
本
で
す
が
復
元
し
た
竪

穴
住
居
に
は
上
記
基
本
の
三
点
が
何
処
に
も
有
り
ま
せ
ん
。

　

設
計
図
を
何
度
見
返
し
て
も
完
成
形
の
イ
メ
ー
ジ
が
思
い
描
け

な
く
悩
み
ま
し
た
。
工
程
が
進
捗
す
る
中
で
「
縄
文
人
は
全
て
手

作
業
で
」・「
現
場
監
督
的
な
人
が
居
て
指
示
を
出
し
て
竪
穴
住
居

を
建
て
た
の
か
」・「
何
人
位
で
工
期
は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
の
か
」

な
ど
色
々
と
知
り
た
く
な
っ
た
の
も
ま
だ
新
し
い
記
憶
で
す
。

　

復
元
さ
れ
た
竪
穴
住
居
の
木
材
は
全
て
栗
の
生
木
を
使
用
し
て

お
り
、
そ
の
収
集
に
は
北
海
道
、
岩
手
、
名
古
屋
、
高
松
、
姫
路

と
多
地
域
に
渡
り
本
当
に
大
変
で
し
た
が
、
困
難
の
末
に
復
元
さ

れ
た
竪
穴
住
居
の
工
事
完
了
の
達
成
感
は
格
別
で
し
た
。
本
工
事

に
お
い
て
色
々
な
方
と
知
り
合
い
縄
文
の
こ
と
や
文
化
財
に
つ
い

て
沢
山
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
歴
史
・
時
代
・
文
化
に

関
し
て
深
く
感
じ
入
り
ま
し
た
。

　

私
の
自
宅
は
竪
穴
住
居
か
ら
徒
歩
５
分
程
で
す
。
地
震
や
大
雨

等
の
時
は
気
に
な
っ
て
見
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

工
事
が
完
了
し
引
渡
も
済
ん
で
い
ま
す
が
今
で
も
と
て
も
大
事

な
存
在
で
す
。

　

自
分
の
や
っ
た
工
事
が
学
校
授
業
で
も
使
わ
れ
、
縄
文
並
び
に

文
化
財
が
好
き
な
方
が
観
覧
に
来
場
さ
れ
た
り
、
中
に
は
遠
方
よ

り
来
る
方
も
い
ま
す
。
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

社
会
貢
献
、
地
域
貢
献
と
付
加
価
値
の
あ
る
仕
事
に
関
わ
れ
た

こ
と
を
地
元
企
業
と
し
て
誇
り
に
思
え
ま
す
。

　

文
化
財
担
当
者
様
並
び
に
工
事
関
係
者
様
及
び
ム
ラ
ビ
ト
一
同

様
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

施
工
管
理
と
し
て
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
仕
事
で
す
。

完成間近の３号住居の前で関係者の皆様と（筆者左から３番目）

　皆さま、今回のしたのやムラだよりは

いかがでしたか？

　西東京市教育委員会は「市民協働」を

モットーに、皆さまと共に下野谷遺跡を

成長させることを目標としております。

　今年は、下野谷遺跡内に掲示板を設置

しますので、下野谷遺跡に寄ったときは

ぜひご覧ください。面白いイベント情報

などあるかもしれませんよ？

　今後とも下野谷遺跡をよろしくお願い

します。

お知らせ
したのやムラだより　vol.６
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H　 Ｐ：　　　　　　　　　竪穴住居公開日：

したのやムラだよりでは今後も、下野谷遺跡の魅力や活動の成果について、定期

的にご紹介いたします。

お楽しみに！

したのやムラのしーた

ⒸT＆K／西東京市



第 18 回

－Don Don どんぐり　ひらけムラ！！－

日時
令和６年 10 月 13 日（日）

10：00 ～ 15：00

場所
したのや縄文の里

（東伏見６丁目４）
※雨天時：会場を東伏見小学校（東伏見６－１－28）に変更
　荒天時：中止

第 18 回目の秋まつり。

今年からは新しい愛称の「したのや縄

文の里」を取り入れた名前にリニュー

アルしました！

秋の心地よい空の下、たくさんの体験

ブースやステージが下野谷遺跡を盛り

立てます。

今年はじょうもんずと東伏見小学校の

コラボもあるとか…？

森から里へ、発展を遂げた下野谷遺跡

の秋まつりにどうぞおこしください！

ボランティアスタッフ募集中！！！

したのや縄文の里 秋まつりをいっしょに盛り上げてくれるボラ

ンティアスタッフを大大大募集中です！

ムラびとにはなっているけど、まだ下野谷遺跡のイベントに参

加したことのない方、何度も参加して頂いているベテランの方、

どなたでも大歓迎です。

もちろん、まだムラびとになっていない方もお申し込みいただ

けます。

秋まつりを機に、下野谷遺跡を盛り上げるムーブメントをいっ

しょに作っていきましょう！

ボランティアの申し込み先

西東京市教育委員会社会教育課文化財係

042-420-2832

syakyou@city.nishitokyo.lg.jp

お電話又は、メールにてお名前、電話番号、

参加可能時間をご連絡ください

みんなでつくる、つなげる都市部の縄文空間


